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例年、夏期（7月から9月）は、水の
事故や山での遭難が多く発生します。

夏期における水難・山岳遭難の防止

〇水難事故防止

市民講座がスタート

〇山岳遭難事故防止
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市民講座が順次スタートしました。
7日からの「リンパマッサージ教室」

は、快適な心身のコンディションを保
つため23人が受講。小野寺留美先生を
講師に、日常のリンパケアのポイント
を学んでいきます。

千
厩
川
柳
同
好
会

題
「
初
々
し
い
」

稚
児
と
父
手
を
取
り
合
っ
て
宮
参
り

清
風

保
育
園
初
々
し
さ
が
こ
だ
ま
す
る

福
男

未
熟
さ
が
初
々
し
く
も
あ
っ
た
過
去

渋
柿

初
ス
タ
メ
ン
ま
ぶ
し
い
白
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム

つ
む
ぎ

燗
を
見
る
新
妻
の
頬
さ
く
ら
色

昭
子

父
の
手
を
ま
ね
て
ネ
ク
タ
イ
初
ス
ー
ツ

み
以

天気の急変や増水、体調の変化に応じて、
早めに的確な状況判断をしましょう。
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カラー版広報

一関市では、安全な水道水を提供するため、
水質管理や水道施設の改修、水道管の布設替
えなどに取り組んでおりますが、水道工事
（漏水修繕、水道管の更新等）や火災で消火
栓を使用した場合等に濁り水が発生すること
があります。
また、災害、異常渇水、漏水修繕等に伴っ

て数週間にわたり断水が続く場合があります。
濁り水が発生した際は、次のとおり対応を

お願いします。

・濁り水の発生後は、蛇口からしばらく水を
流し、無色透明であることを確認してからお
使いください。
・衣類が着色する場合がありますので、洗濯
機の使用を控えてください。
・電気温水器等の機器や受水槽がある場合は、
濁り水が入らないようバルブを閉めてくださ
い。
・ご不明な点がありましたら、下記までご連
絡ください。

水道からのお知らせ

・体力に応じた登山計画の作成と、
万全の準備をする

・危険箇所を事前に把握しておく 学びの土曜塾・こどもキッチン・スポチャレキッズ

・ライフジャケットを着用する

※申込み：問い合わせ⇒ 千厩市民センター ℡ 52-2309

【連絡先】
一関・花泉地域：一関市上下水道部
水道課 ☎0191-26-4878
上記以外の地域：一関市上下水道部
東部上下水道係 ☎0191-53-3918

・子どもへの注意喚起や監視を
怠らない

・登山計画書を提出する

・熊と遭遇しないため、ラジ
オ、熊よけ鈴を活用する

チャレンジ！
プログラミング体験

「ミニ畳づくり」＆
ボルダリング体験

夏のたいけん

小学校へ詳
細チラシ配
布します

小学校へ詳
細チラシ配
布します

■7月27日（火）9：45集合
「ミニ畳づくり」「こどもキッチン」
「ボルダリング体験」の3本立て

■日時 7月11日（日）9：50集合
■場所 千厩市民センター 中会議室
■講師 ピタゴラミン一関校

代表 菅原利和さん

「筆ペン講座」は1日に開始。
日本習字靜紫教室の吉田真弓先生を

講師に、美文字を目指して20人が受講
しています。
どちらの講座も「夢中・集中」で、

受講者は意欲的に取り組んでいます。

「できる」をさがす！「思い」を動かす！


